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インターバンクの声 （2016 年 7 月 28 日） 
 

昨日、東京市場の朝の時点では、翌日未明に発表される米連邦市場公開委員会

（ＦＯＭＣ）の発表があるまでは、概ね緩やかな相場展開になると予想されていたが、

政府の経済対策や日銀の追加金融緩和を巡る思惑から円相場が午後まで乱高下

を続けた。朝９時を回って１０４円台の後半からじりじり１０５円台前半まで円売りにな

ったのは、日経平均株価が堅調に始まったためだった。さらに正午過ぎに「政府の

経済対策の規模が２７～２８兆円になる」「政府が５０年国債の発行を検討している」

などの報道が相次いで伝わり、円相場は１円以上も円売りが進み、一時１０６円５０

銭を上回った。その後、５０年国債の発行を財務省が否定したとして再び１０５円台

前半に戻したが、午後２時すぎに安倍首相が２８兆円の経済対策を表明したことで 

１０６円台を再度回復した。ただ、何故か市場では金曜日の日銀が追加緩和には動

かないのではとの思惑も広がり、１０５円台での値動きがＦＯＭＣの発表まで続くこと

になった。そしてニューヨーク市場の終盤近く、ＦＯＭＣは予想通り現状維持となった

が、声明が利上げをはっきり示唆するような”タカ派“的な内容とはならず、市場はや

や円買いに反応している。日銀が追加緩和に動いてもそれほど円が売られないの

ではとの見方が強くなり始めているが、一応どうなるかわからない日銀会合なので、

新たな値動きは明日の昼過ぎからだろう。 
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